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二
割
増
！ 

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売 

 

町
内
事
業
者
約
百
四
十
店
舗
が
参
加
し
て
、
年
末
年
始
に
向

け
た
二
割
増
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
販
売
し
ま
す
。
販
売
総

額
は
一
億
二
千
万
円
。
（
う
ち
二
千
万
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
） 

                        

  

日
高
町
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
年
末
年
始
に
向
け
て
消
費
の

活
性
化
と
地
域
の
振
興
を
目
的
に
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
販
売
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
額
面
千
円

の
商
品
券
十
二
枚
入
り
を
一
万
円
と

し
、
一
人
五
セ
ッ
ト
（
五
万
円
）
ま

で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実

際
に
は
六
万
円
の
商
品
等
を
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
使

用
で
き
な
い
例
と
し
て
、
他
の
商
品

券
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
、
郵
便
は

が
き
、
切
手
な
ど
の
換
金
性
の
あ
る

も
の
や
温
泉
入
浴
券
の
購
入
、
ス
キ

ー
場
リ
フ
ト
券
の
購
入
、
公
共
料
金

（
電
気
料
・
電
話
料
な
ど
）
や
国
及

び
地
方
公
共
団
体
へ
の
支
払
（
上
下

水
道
料
金
・
租
税
公
課
な
ど
）
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

十
六
歳
未
満
の
方
へ
の
販
売
は
致

し
ま
せ
ん
。 

 

販
売
開
始
は
十
二
月
十
四
日
か
ら

二
週
間
程
度
と
し
て
い
ま
す
が
、
完

売
と
同
時
に
販
売
を
終
了
し
ま
す
。 

 

販
売
場
所
は
、
富
川
、
門
別
、
厚

賀
、
日
高
地
区
で
同
時
販
売
と
し
ま

す
。 

 
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が
使
え
る
店

舗
（
約
百
四
十
店
舗
）
に
は
店
頭
に

ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
、
ま
た
使
用

で
き
る
店
舗
の
一
覧
表
も
同
時
に
掲

示
し
て
あ
り
ま
す
。 

 

使
用
期
限
は
三
月
三
十
一
日

ま
で
と
し
、
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
も

の
は
無
効
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
取

扱
店
に
対
す
る
換
金
処
理
は
、
毎
月

一
回
か
ら
二
回
予
定
し
て
い
ま
す
。 
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平
成
二
十
一
年
度 

中
小
企
業
年
末
融
資 

  

北
海
道
商
工
局
金
融
課
で
は
、
年

末
の
資
金
需
要
を
迎
え
る
中
小
企
業

の
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
本

年
度
も
次
の
要
領
に
よ
り
「
中
小
企

業
年
末
融
資
」
を
実
施
し
ま
す
。 

【
融
資
対
象
】 

 

原
則
と
し
て
、
道
内
に
事
業
所
を

有
す
る
中
小
企
業
者
と
し
、
遊
興
娯

楽
等
の
一
部
の
業
種
は
除
く 

【
融
資
条
件
】 

融
資
金
額 

一
企
業
三
千
万
円
以
内 

資
金
使
途 

運
転
資
金 

融
資
期
間 

一
年
以
内 

融
資
利
率 

各
取
扱
金
融
機
関
の
利 

率
に
よ
る 

【
信
用
保
証
】 

 

す
べ
て
北
海
道
保
証
協
会
の
保
証

付
と
す
る 

【
取
扱
期
間
】 

 

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
日
（
月
）

〜
十
二
月
二
十
五
日
（
金
） 

 

融
資
残
高
相
殺
事
務
一
部
改
正 

商
工
貯
蓄
共
済 

  

商
工
貯
蓄
共
済
の
融
資
相
殺
条
件

の
緩
和
措
置
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

緩
和
さ
れ
る
の
は
、
現
行
の
「
既

存
借
入
額
の
お
お
む
ね
二
分
の
一
以

上
の
返
済
」
の
条
件
を
「
既
存
借
入

額
の
二
分
の
一
以
上
返
済
さ
れ
た
と

き
、
ま
た
は
、
一
年
以
上
遅
延
な
く

返
済
さ
れ
た
と
き
」
に
改
正
さ
れ
ま

す
。 

 

ま
た
、
相
殺
処
理
可
能
日
が
現
行

「
毎
月
五
日
」
か
ら
「
毎
月
五
日
及

び
二
十
五
日
」
へ
改
正
さ
れ
、
月
二

回
相
殺
事
務
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

 

実
施
日
は
十
一
月
一
日
で
、
十
一

月
二
十
五
日
実
行
分
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
。 

   

年
末
調
整
事
務 

  

本
年
最
後
の
給
与
等
の
支
払
時
に
、

一
年
間
徴
収
し
た
源
泉
税
を
正
し
く

計
算
す
る
た
め
に
、
年
末
調
整
を
実

施
し
ま
す
。 
 

納
付
の
時
期
は
、
平
成
二
十
二
年

一
月
十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

納
期
限
の
特
例
の
届
出
を
し
た
場
合

は
一
月
二
十
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
法
定
調
書
（
給
与
所
得
の
源

泉
徴
収
票
・
報
酬
な
ど
の
支
払
調

書
・
法
定
調
書
合
計
票
な
ど
）
に
つ

い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
一
日

ま
で
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

商
工
会
で
は
、
年
末
調
整
に
係
る

事
務
及
び
各
種
提
出
書
類
の
作
成
に

つ
い
て
相
談
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
法
定
調
書
に
つ
い
て
は
、

パ
ソ
コ
ン
を
利

用
し
て
ｅ
―
Ｔ

ａ
ｘ
や
光

デ
ィ
ス
ク

で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。 

w
w

w.nta.go.jp 
  

預
金
保
険
制
度 

  

預
金
保
険
制
度
と
は
、
金
融
機
関

が
預
金
保
険
料
を
預
金
保
険
機
構
に

支
払
い
、
万
が
一
、
金
融
機
関
が
破

綻
し
た
場
合
に
、
一
定
額
の
預
金
等

を
保
護
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。 

 

預
金
取
扱
金
融
機
関
が
破
綻
し
た

場
合
は
、「
無
利
息
・
要
求
払
い
・
決

済
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
こ
と
」

と
い
う
三
要
件
を
備
え
た
決
済
用
預

金
が
全
額
保
護
と
な
る
ほ
か
、
そ
の

ほ
か
の
預
金
保
険
対
象
預
金
（
利
息

の
つ
く
普
通
預
金
や
定
期
預
金
な

ど
）
は
定
額
（
一
千
万
円
ま
で
の
元

本
と
そ
の
利
息
）
保
護
さ
れ
ま
す
。 

 

制
度
概
要
に
つ
い
て
は
、
金
融
庁

及
び
預
金
保
険
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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に
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
す

の
で
ご
覧
下
さ
い
。

ま
た
、
預
金
保
険
制

度
に
か
か
る
資
料
を
ご
希
望

の
方
は
、
北
海
道
財
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

金

融

庁

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ 
 

w
w

w.fsa.go.jp/policy/payoff/in
dex.htm

l 

預
金
保
険
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

w
w

w.dic.go.jp/ 

北
海
道
財
務
局 

総
務
部
財
務
広
報

相
談
官 

℡011-709-2311 
E-m

ail: 
kouhou@

m
of-hokkaido.go.jp 

  

労
働
基
準
法
改
正 

割
増
賃
金
の
改
定
な
ど 

  

労
働
基
準
法
の
改
定
に
伴
い
、
一

ヶ
月
に
六
十
時
間
を
越
え
る
法
定
時

間
外
労
働
に
つ
い
て
、
法
定
割
増
賃

金
率
を
五
割
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
割
増
賃
金
の
代
わ
り

に
有
給
休
暇
（
代
替
休
暇
）
を
付
与

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
代
替
休
暇

の
単
位
は
、
一
日
、
半
日
、
一
日
ま

た
は
半
日
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
与

え
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
半
日

に
つ
い
て
は
、
原
則
所
定
労
働
時
間

の
半
分
で
す
が
、
午
前
中
と
午
後
に

分
け
て
半
日
と
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
、
労
使

協
定
で
そ
の
旨
を
き
め
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

 

有
給
休
暇
の
有
効
活
用
の
た
め
、

時
間
単
位
で
年
次
有
給
休
暇
を
付
与

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 
 

過
半
数
組
合
、
ま
た
は
過
半
数
代

表
者
と
の
間
で
労
使
協
定
を
締
結
す

れ
ば
、
年
に
五
日
を
限
度
と
し
て
時

間
単
位
で
年
次
有
給
休
暇
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
労
働
者

が
希
望
し
、
使
用
者
が
同
意
し
た
場

合
で
あ
れ
ば
、
労
使
協
定
が
締
結
さ

れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
半
日
単
位

で
与
え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

 

詳
し
く
は
、
北
海
道
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ 

w
w

w.hokkaido-labor.go.jp 

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

w
w

w.m
hlw.go.jp 

 

ハ
マ
ナ
ゼ
リ
ー
無
料
配
布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

女
性
部 

 

女
性
部
（
部
長
小
谷
節
子
）
で
は
、

十
一
月
十
九
日
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬

開
催
の
門
別
競
馬
ナ
イ
ト
レ
ー
ス
が

最
終
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
女
性

部
の
ハ
マ
ナ
ス
事
業
と
し
て
「
ハ
マ

ナ
ゼ
リ
ー
と
ハ
マ
ナ
ス
の
種
」
を
先

着
一
〇
〇
名
様
に
無
料
配
布
い
た
し

ま
し
た
。 

当
日
は
十
一
月
と
し
て
も
気
温

が
低
く
寒
い
日
で
し
た
が
開
場
と
同

時
に
多
く
の
方
が
来
場
し
、
二
十
分

程
度
で
す
べ
て
配
布
さ
れ
ま
し
た
。 

ハ
マ
ナ
ス
は
、
平
成
十
五
年
度
よ

り
日
高
管
内
商
工
会
女
性
部
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
と
し
て
行
わ
れ
、

環
境
に
優
し
い
こ
と
か
ら
植
樹
し
て

増
や
す
「
環
境
保
全
美
化
運
動
」
を

目
的
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
日
高
産
の
ハ
マ
ナ
ス

を
使
用
し
た
ゼ
リ
ー
を
商
品
化
へ
向

け
開
発
を
続
け
て
お
り
ま
し
た
が
、

日
高
管
内
で
採
れ
る
ハ
マ
ナ
ス
の
実

の
量
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
商

品
化
に
は
至
ら
ず
、
平
成
二
十
年
度

に
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
も
終
了
い
た
し

ま
し
た
。 

そ
の
後
、
各
単
会
で
は
レ
シ
ピ
を

共
有
し
、
ハ
マ
ナ
ゼ
リ
ー
を
通
じ
環

境
保
全
美
化
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
と
な
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り
、
今
回
の
事
業
と
な
り
ま
し
た
。 

配
布
し
た
ハ
マ
ナ
ゼ
リ
ー
は
前

日
に
小
谷
部
長
女
性
部
員
に
よ
り
作

成
さ
れ
た
も
の
で
、
多
く
の
方
に
ハ

マ
ナ
ス
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、

種
を
植
え
て
環
境
保
全
美
化
に
ご
協

力
願
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

  新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の

た
め
の
店
舗
販
売
マ
ニ
ュ
ア
ル 

 
 

経
済
産
業
省
で
は
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。 

 

店
舗
を
感
染
拡
大
の
場
と
し
な
い

た
め
、
ま
ず
実
施
す
る
こ
と
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
よ
う
な

発
熱
な
ど
の
症
状
の
あ
る
従
業
員
が

出
勤
し
て
こ
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の

う
え
で
感
染
予
防
策
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
お
客
様
に
安
心
し
て
商
品
を

ご
購
入
い
た
だ
け
る
と
と
も
に
、
従

業
員
も
安
心
し
て
従
事
で
き
ま
す
。

ま
た
、
従
業
員
本
人
だ
け
で
な
く
、

従
業
員
の
家
族
も
含
め
た
協
力
を
求

め
ま
し
ょ
う
。 

【
出
勤
前
の
体
調
の
チ
ェ
ッ
ク
】 

 

出
勤
前
に
従
業
員
は
発
熱
（
目
安

と
し
て
三
十
八
℃
以
上
）
や
体
調
不

良
（
咳
、
の
ど
の
痛
み
、
全
身
倦
怠

感
等
）
が
な
い
か
を
確
認
し
、
異
常

が
あ
れ
ば
社
内
担
当
者
に
報
告
さ
せ

ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
診
断
さ

れ
な
く
て
も
発
熱
の
あ
る
場
合
に
は

出
勤
を
さ
せ
な
い
こ
と
も
流
行
期
に

は
必
要
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

診
断
さ
れ
た
場
合
は
医
師
の
指
示
の

も
と
、
自
宅
療
養
等
と
し
ま
す
。 

 

家
族
が
感
染
し
た
場
合
は
、
従
業

員
本
人
の
体
調
を
確
認
し
、
異
常
が

な
け
れ
ば
通
常
通
り
出
勤
し
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
診
断
書
・
治

癒
証
明
書
は
、
医
療
機
関
の
負
担
に

な
る
た
め
、
企
業
と
し
て
求
め
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

感
染
し
た
場
合
に
は
、
安
心
し
て

休
め
る
体
制
を
平
常
時
か
ら
構
築
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
基
本
的
に
、
熱

な
ど
の
症
状
が
な
く
な
っ
て
か
ら
二

日
目
ま
で
が
外
出
自
粛
の
目
安
で
す
。

し
か
し
、
完
全
に
感
染
力
が
な
く
な

る
ま
で
の
時
期
は
明
確
で
は
な
い
こ

と
か
ら
、
業
務
上
可
能
で
あ
れ
ば
発

症
し
た
日
の
翌
日
か
ら
七
日
を
経
過

す
る
ま
で
、
外
出
を
自
粛
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
言
う
考
え
方
も
あ
り

ま
す
。 

【
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
】 

 

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
は
、
咳
や
く
し

ゃ
み
の
際
に
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で

口
と
鼻
を
被
い
、
他
の
人
か
ら
顔
を

そ
む
け
、
で
き
る
限
り
他
の
人
と
一

〜
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
確
保

す
る
こ
と
で
す
。 

 
鼻
汁
・
痰
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
は
、
他
の
場
所
に
つ
か
な
い
よ

う
に
、
す
ぐ
に
ゴ
ミ
箱
へ
廃
棄
。 

 

咳
を
し
て
い
る
人
に
マ
ス
ク
の
着

用
を
促
す
こ
と
で
、
飛
沫
拡
散
を
防

ぐ
こ
と
も
可
能
で
す
。
発
熱
が

な
く
て
も
咳
を
す
る
従
業
員
に
は
、

念
の
た
め
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

【
手
洗
い
】 

 

流
水
と
石
鹸
を
使
っ
て
、
最
低
十

五
秒
以
上
行
い
、
洗
っ
た
後
は
清
潔

な
タ
オ
ル
等
で
水
を
充
分
に
拭
き
取

り
ま
し
ょ
う
。 

 

手
洗
い
場
が
な
い
場
合
は
、
乾
燥

性
擦
式
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
製
材
を

設
置
す
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。 

 

ア
ル
コ
ー
ル
が
完
全
に
揮
発
す
る

ま
で
両
手
を
擦
り
合
わ
せ
る
こ
と
で

代
用
で
き
ま
す
。
お
客
様
向
け
と
し

て
、
乾
燥
性
察
式
消
毒
用
ア
ル
コ
ー

ル
製
剤
を
店
舗
の
入
口
な
ど
に
設
置

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

関
連
Ｈ
Ｐ
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

http://search.e-gov.go.jp/servle
t/Public?CLASSN

AM
E=Pcm

1
010&

BID
=595209023&

O
BJC

D
=100595&

G
RO

U
P 

 


